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大分市東部の更新統の貝化石＊

大山　桂＊＊坂本　亨＊＊
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Abstract

　　The　Marine　Pleistocene　Oka　and　Ozai　Formations　are　reported　in　the　Nyu　Hills　in　the

eastempart　ofOita　city．Molluscan飴ssils　from　bothfbrmations　are　listed　in　this　paper．These

fbssils　indicate　a　bay　env至ronment　deepening　with　time　except　fbssils　from　zone　E50flist5with

an　OCeaniC　e価Ct．

　　Oka　Formation　seems　to　be　the　last　major　interglacial　deposits　and　is　younger　than

Ozai　Formation．

まえがき

大分市周辺の丘陵には，更新統が広く発達しており，

その層序については今までに精しく研究されてきた．こ

の更新統中には，鶴崎層・大在層・岡層などに海成層が

発達するが，それから産出する貝化石について充分に報

告されたことはなかった．ここでは，大分地方の第四紀

研究の一資料として，大在層・岡層の2，3の露頭から

産出した貝化石』について報告する．

　この調査にあたっては，各露頭を厚さ約50cmの層準

ごとに区分し，各区分ごとに適当な個体数がえられるま

で（おおよそ15～20分間）化石を採集した．化石はすべ

て殻がとけモールドのみ残ったものなので，現地で同定

した．岡層の泥層については，宮法師一b（Loc・5）を除

いて，岩相に変化が認められないのに，化石相は上位へ

向かって潮間帯から次第に深くなっていく傾向がみられ
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　　　　　第1図化石採集地点
＊　この報告の一部は，地質学会第72年学術大会（1965年4月，大阪）

　において講演した．
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るのが特徴的である．柱状図や表では，化石相の特徴に

もとづいて，各露頭ごとに，下位から，A・B……Eと

分帯して示した．

1．大　在　層（首藤，1962）

　丹生丘陵の頂部を占め，大分層群の鶴崎層を不整合に

おおって，ほぼ水平に発達する．厚さは約40血で，下半

が志村砂礫層（約20m厚），上半が丹生泥層（約20m厚）

と区分されている．貝化石はすべて丹生泥層よりえられ

た．大在層は，南関東の屏風ガ浦層に対比されている．

　瓦⑪脇1　（第1表）　丹生泥層の基底部にあたる．細

礫・軽石を含む厚さL4m＋の凝灰質シルト層で，阪口・

佐藤（1962）の第5図のd層にあたる．この化石群は，

A・～C・帯とも，内湾の潮間帯を示すが，とくにC・帯

は水に没するか，没しないか程度の環境を示す．

　L・軌2（第2表）　丹生泥層の基底より上方へ7～10

mの間。トンネルの東西両側の道路ぞいの約3m厚の暗

灰色砂質シルトで，これより上位では，凝灰質となり，

化石は少ない．この露頭では，全体として一様な化石群

がみられるので一括して表示した．この化石群は，全体

として，内湾の水深数m程度の環境を示す．

2．岡　　層（首藤，1963）

在層より一段低い部分に発達する．下限は大分層群の鶴

崎層に不整合に重なり，上位には中位段丘を構成する礫

層が発達する．厚さは全体として10m程度で，基底部に

礫層が，上部に砂層が発達し，中部の約3mのみが泥層

である．泥層の上下には軽石層がはさまれる．岡層は南

関東の下末吉層に対比されている．

　L・争3岡（第2図，第3表）　A3帯は潮間帯要素を

含む．B3～D3帯は低潮線以下で水深10mくらいまでの

第1表　大在層（Loc．1）

lA・

σ6痂h娩α痂zψho7α7麗窺ADAMS（A，）

α7露h肋ψ5∫伽6勉9財」碗α（GMELIN）
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彫露oπ彪ηz（s。L）sp，

S渉7・励z‘5（D・綴励7）ブ‘ψ・励5（REEVE）
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αα5505舵α9忽α5（THUNBERG）

乃ψ8Z伽」乞7α勲（REEVE）

Rα8如クoんohαηz6n5乞5PILSBRY

注）表中の数字は採集個体数を示す㌔
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第2表　大在層（Loc。2） 第5表宮法師一b（Loc．5）

B富お麗窺sp．

勘」伽h襯9θゆ擁（SOWERBY）

7砂65観ぬ1α渉α（BORN）
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30」6渡θ」伽α魏協（DESHAYES）
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第3表　岡（Loc．3）
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第6表　磯 崎（Loc．6）
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第4表　宮法師一a（Loc．4）
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環境を示す．いずれも内湾性。

　L・c・4宮法師一a（第2図，第4表）　A4帯は潮

間帯中部，B4帯は潮間帯下部，C4帯はそれよりさらに

いく分深くなった環境を示す．いずれも内湾性．

　Loc・5宮法師一臨（第2図，第5表）　A5～D5帯

は内湾の水深10m前後の環境を示し，潮問帯要素は含ま

3郷h乞㍑醒窺oπ乞♂静剛椛（LAMARCK）

C67髭h励α7h歪zoψho耀7㍑窺（ADAMs（A，））
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β翻1α吻剛伽7傭（LISGHKE）
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ない．E5帯は外洋的で，下位より水の流通のよい環境を

示す．水深はほとんど変わらない．

　Lo雫・6磯崎海崖（第2図，第6表）　A6帯は潮間帯

下部，B6帯は低潮線以下で水深2～3mまでの環境を示
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し，G6帯ではさらにもう少し深くなる．いずれも内湾

性．

　なお，この露頭では，岡層のシルト層中から，孤6伽

sp．，加g675≠70痂αsp。，加κ607η伽などの植物化石がえら

れ，岡層に不整合におおわれた鶴崎層の泥層からは，

孤6嬬解磁の毬果1個が採集された注1），

文　　献

大山桂・坂本亨（1965）：岩相が変化せずに化石相

注1）植物化石の同定は，粉川昭平博士による．同博土に厚く感謝する．

　　　　が変る一例にっいて（演旨）．地質雑，voL

　　　　71，p．386－387。

阪口豊・佐藤達夫（1962）：大分県丹生台地出土の

　　　　旧石器の時代にっいて（予報）．地理評，

　　　　voL35，P。295－308。

首藤次男（1962）：九州最新統諸層の吟味一対比

　　　　の基礎（九州の最新統の地史学的研究一五）。

　　　　地質雑，voL68，P・301－312・

　　　　（1963）：九州の新第三系．化石，no．5，p，

　　　　111－122．

44一（548）




